〈論文〉石製立花の型式学的研究 by 久永 雅宏 & HISANAGA Masahiro




























本論では立花の勾玉音r~ と jliJl)音 I~の両方に着目した分類に基づいた型式を設定し立花の型式1~IJ0









「立花」と「立花:tk石製，W， J の宅， ~~J: を最初に ;:I=J いた亀井正道は千葉県1lïlílll奇二子塚古墳例のよ
うな棒状のljil !部をもつものを「立花J とし茨城県常陸鋭塚古墳例のような~[jll音[$が極端に短く
孔をもつものを「立花:I};司王製品」とした。その上で， r一応立花:1犬石製品が所諮立花の形態上
の祖JI~ となった事を認め得るかもしれないj と述べており， r立花:[::1司王製!日，Jから「立花Jが
創出されたと認識している(亀井 1951) 。しかし，亀井は後に「立>Tur~石製品」の名称を ):I=j いて，

























立花は 1990年までに， 12古墳， 1集落遺跡において合計 59点が報告された。これらの一部
を型式分類しその変遷を示したのは原田享二である(原田 1990)。原田は立花を「樹立する
ものj と捉え，車111部形態を A'B'C の 3 型式に分類し， A~式のみヰilJJ部に納を fl:: る位置によ
りAIから ANまでの 4型式に細分している。そして，それらの変遷過程については， ~illl きIHこ
孔をもっc類に始まり， 1il部に約を作る A類が次にIJI1Uiし 最後に柄を持たない B 類の !11i~で
出現したとしている。これら 3型式は B類の出現以後しばらくは併存し，姉崎二子塚古墳例




は， J京Iflだけでなく他の研究者も一致した見解を示している(白井 19引，杉山 1991)0 


































候 1996. 同寺 2005).ここでは，勾玉部とjliU部の両方について以下のような分類を採用するこ
ととしたい(第 11玄1)。
勾玉部の分類













勾玉部は上述の通り .A類と B類に分類し. B類は勾玉の内直径と内半径の比率により Ba
類と Bb類に細分した。これらの 3つの形態は 時期が下るにつれてどのように変化していく
のであろうか。 A類は，逆位の勾玉を表現するために勾玉の頭部と尾部が明確でなくてはいけ
ない。そのため，頭部は丸めにし，尾部に向けでなだらかな曲線を描きつつ主1く仕上げる必要
がある。 Ba類と Bb 類は頭部と尾部がi知能ではなく，三日月に近い71~状を示すことから，勾玉
の仁iコ央はIJmが広く，両方とも先端にi向けて綿くしていけば良い。また s 両者の弧の深さについ
て，浅く作る Bb類の方が Ba類よりも製作の手)1貢が簡略化されていると考えられる。以上の
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第 l:i1 音IS位名称・型式分類凡例 I~I
(部位名称は縮尺不同，Fし例は縮尺 1/4， 各番号は地図番号に対応)











遺跡の詳細については第 l表と第 l図，分類結果については第 2表を参照していただきたい。
l.勾玉音I)A類とijlh部
AI型式は常陸鋭塚古墳. 11之辺手ひろがり 3号墳 4) 姉1奇二子塚古j費で'/:B二!こしており，合
計点数は 4点になる。いずれもl!ijlJ部に孔が穿たれ，有機質の棒mlhをmいて樹立されたと考えら















Aill~;!式は 11! 之辺手ひろがり 3 号墳石ネ1112 号墳上赤塚 l 号墳弁天古墳，猫イノ1:: ・架山 16
号墳で合計 25点が出土している。 11之辺手ひろがり 3号墳例は AI類の 2点と勾玉部の作り
は共通している。 l!il部は短く，先端が尖っている。単独樹立は厳しく，筒状の物を用いて樹立
する必要がある点で、他のl!i1lJ部直類の形態を持つ立花とは異なる。石千112号墳例は All類と勾玉




取れる 5 点が出土している。車111部は先端に向けて細くなる。勾玉部の71~状が 2 種類に分けられ
る点には何らかの理由があると考えられる。 JiW作・栗山 16号墳は All型式とi可様の勾玉部を
持ちつつも段がないものになる。
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第 21z1 I羽京地方における立花I:B:1二遺跡







日目 1 sb 1 sa I sb I 13" I 13b I 
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(I I i11~と :ìll ~F ひろがり 3 号 tllt ヲ
7 I J'.逃上の合遺跡 (BaX) 1: 
8 大戸j'[~\，1'1' 1 Jii.Jî~ 7 
9 綴之1)、)1号機 3 
10 現i:之i人J3号機
北の1!，r8tf.i (02主体部) 4， 
1 
(lhX)2i: i ~tの 1)、JI主主主 (墳i王践ご|こ'1')
12 11云零i阿部千1111~i.tI日j
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15 I (第 l主体部) 4 
16 弁天合成 。
17 金塚古漬
18 1 rl ， g')-Î~ïJlせ 3 
初日!i官 i号1設(if;i{'!i)
32， 
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Ba I 2I;1式はur!il奇二子塚古墳. T!fI之宮 1号墳で出土しており，合計3}~í，を数える。おlïlh奇二子
塚古墳例の i点は勾玉音1;に穿孔がない点で、 AI ~~式例と異なるが全体的な形状は類似してい
る。残る l点は欠損が目立つも勾玉部は大型で、病平なっくりとなっている。 Tm之宮!号墳例は
勾玉部に突起と横ifjiが線刻されている点が特徴的である。横最長が手~J~刻されている事例は石千ql 2 
号墳を除けば本例のみで、ある。勾玉部の特徴はf*l~U した Ball 型式の立花とも共通している。
Ball 型式は最も U~I，=1二点数が多く合計で32点を数え，分布域が広い型式である。七廻塚古墳，






Bail型式は七廻塚古墳，石千12号墳，上赤塚 1号j実大戸宮イ/1:1号墳， T?1i之宮 l号墳，北
の内古墳，堀之内 3号墳 伝香取郡宇tlI1奇IHTで、I:b二!こしており，合計 12}去を数える。勾玉部の形








られる。 船形手黒 l号填例はil1!1部i干l央付近に段が作られている点で異なるが，上赤塚 I号墳例
に類似している。金塚古墳例は l点のみの出土だが，尾音1$が頭部よりも長くなっている点を考
慮すると， Umll奇二子;塚古墳例に通じるものがある。金塚古墳例は上赤塚 i号墳例や船形手黒 i
号墳例と比べると形態が若干異なか尾部が比較的長く作られていることから，後出のものと
考えられる口

























塚古墳例が該当する。 1I寺 j期哲剖1 は中;期号拐;才初初ヅ労'H穿頭F民{トトr戸戸~白、、‘、、、、.
つの勾玉が写写:実 i的~I均i均守に{作/守乍1:: られておりか. 1車軸iド担制紬l唱山1I自昨音剖部|日:も子孔Lがあるものと短いながら先端を尖らせた車軸1出をもつ






I~ïi賓も増加する。 3 則前半には東京湾沿岸域の石和112 号墳例，香取海i歪i の弁天古墳例 • ~{N作
架1116号墳例 3期後半には東京湾沿岸域の上赤塚 l号墳例，香取海図の大戸;雪作 l号i質例
が位置付けられる。 11之辺手ひろがり 3号墳と七廻塚古墳から出土した A類と Ba類の勾玉部
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筆者 集 日一Ijl1 小沢 lき31二 各型式の変遷
該当遺跡
編益!三 !求 1981 2008 2013 A 1 A 1 AIII Ba 1 Ba 1 Balll Bb 1 Bb 1 Bblll 
1 4 1 常陸鏡塚古墳
'lG232 圃圃 七廼塚古墳







3 11 • d品ー作・*，J16 i予j員6 量 V -圃- 上赤塚 l号墳
TK73 3 ー
g 大戸宮作 l号J)主，_.園町田・
v 量 船形手~1 号横
IV 回 部之宮 1号墳TK216 
4 圃圃 frijl符二子塚古壌一 4 - 北の内定墳7 ON46 v v 
ー
仁|コ野古填
ト一一 V トーーー 薗 堀之内 H苦境TK208 5 ー 金塚古墳
5 TK23 i後WJ ーv v 8 VI 醤 35.造上の台遺跡;
TK47 1 ~哲i 明之内 3号j賞
-ー'-- 一一 -E 
3期後半の上赤塚 l号墳では， J司詰ーから和泉式Wiの土器が出土しており判明1::r葉に位置づ
けることができる。 開古墳では Aill型式の立花のなかに 1点だけ Bbll型式の立花が副葬さ
れていた。段の位霊が勾玉部に近いことや七廻塚古墳の Ball型式の立花に通じる形態から，
七廻塚古墳の Ball型式を簡略化することで創出された形態であると考えられる。一方，同じ
く3期後半に比定した大戸宮イ/'1:1 号墳は年代特定に繋がる資料が少会く 3 各副葬品のi;l~刻:年代
から p 石千[12号墳や上赤塚 l号墳よ乃は新といことが指摘されている i原田 198'8;).0I司古墳は
BaJI . Baill型式に分類で、きる立花が出土しておJり，香取海|習〉特に現在の利根.)1:1下流域にお
いてLU之辺手ひろがり3'，号墳以来の主花副葬古墳である。











久 7}< ~(t 宏
留短EIヨから 1=1=1期末葉に位置づけることができる。同古墳で、出土した立花は i点のみで， Bbll 
型式に該当し， Bb類及びE類の最も新しい例となる。堀之内古墳群は]一号墳から 5号墳まで
雑認されており，そのうちの i号墳では常総型石枕と立花が， 3号墳で、は立花のみが出土して




本例が Ba 類と ill~ll~!の最終段階にあたる。
以上，立花を 5~Vj に分けて整理を行った。勾玉部と mll!部の Jl~l~それぞれの変遷について，勾
玉部.llirl!きr~ は共に出現)11貢序は推察した通りの展 I~l~ となった。すなわち 勾玉部は A類→ Ba類
→Bb類， ili部は 1 →E類→盟類のJI互に出現した。一方，消滅時期について，勾玉音1)はA類
→Bb類→ Ba類， Ili部は I類→豆類 .il類という結果になった。この勾玉部とlil部の出現・
消滅時期に各型式を合わせれば，出現は常陸鏡塚古墳の AI型式で間違いない。しかし，最
終例と考えられる堀之内 3号墳例は Ball型式.Baill型式で， どちらも勾玉部がBa類である。















1=1コ期前葉~I二!こ1 葉まで、の分布をまとめると(第 41玄1)， A類は香取海:圏・東京湾沿岸域で広く
;確認され， Ba類は手賀R3沿岸を1¥余き A類と同様であるが， Bb類は東京湾沿岸の上赤塚 I号墳
の l例のみとなっている。つまり I村明中葉まではA類と Ba類が主に製作・使用されていたが，
Bb類は上赤塚 i号墳の造営段階で創出されj有しミられた形態、であるとみられる。ところがi判明



























例以上が{確認されており i 古墳に対-して 1~3 倒の石枕が副葬されていたO 現在までに開ー






























本論では立花の勾玉部と ]11111 音r~ に着目し，それらの組み合わせによって立花の分類を試みた。
その結果，立花がmいられた古墳1時代前期末葉から後期初頭のi聞に， 11部に関しては，前半に
I類と E類が多く用いられ，後半になると I類は消滅し， JI類が主流となる過程で，部分的に
E鎖が用いられたことが明らかになった。一方の勾玉部に関しては A類→ Ba類→ Bb類の
1寺1，1的変遷を辿ることが確認された。 1司千
広くみられ， 仁|ドコ;期9明;前葉~I中千宇コ葉の i時l 寺期になると Bb 類が J出j品13現3叉~ u上:二.訪品赤ミ1塚尿 l号j填実l)するが， A類は衰
退(姉IJ奇二子塚古墳)する。その後， 1:コj明後半代には東京湾沿岸域で創出された Ba類が大須
賀川流域の古墳で用いられ Bb類は大須賀川以西の東京湾-手賀沼沿岸で用いられ衰退する。






















































化した研究の必袈性と， m認が乱立している現状を鑑みて， i石製祭具(接合)J(北怯 1999)や f石製







指すことがある。そのため，本論で、は琴柱JI~石製品は :1ヒ快芳|監の分類宅l事F を j有い(北保 1996)，玉杖
31三石製品は杖JI~の石製品を指す名称として)有いている。








会の資料(天理!?布教育委員会 2001)，史跡整備報告書(松本 2003)，楼井久之の研究(1'嬰:)1:2002) を
参考にしt.:o
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Typology of Rikka (Ornaments for Stone Headrest) 
HlS!へNAGA，Masahiro 
11 the middle Koflll1 period， funeral rituals utilized 'Jouso-type ritual pillow stone in the Kanto 
region. Tt is common knowledge that Ritual pillow stone accompanies ornaments for stone headrest 
called 'Rikka . 11previous research they are associated with Kotoji-shaped stone objects and Cane-
shaped stone objects， and a Japanese ancient funeral ritual 'Mogari . Therefore， review and update 
01' prior research and background study on the Rikka typology is necessary before further work can be 
implemented. 
Analysis indicates， itplayed a big role in 10t only HitachikagamizlIka kofun in lbaraki prefecture 
and Yamanobe Tehirogari NO.3 kofun in Chiba pre1'ecture， but also Nanamawarizuka kofun in Chiba 
prefecture， which represents the introdl1ction of Rikka in the Kanto region. Therefore 1 consider burial 
customs were regulated in the Kanto region. Middle and lower rank chiefs shared burial customs that 
included burying ritual pillow stone in their kofun and could represent intel二groupcommunicatiol1. 
However， even though only a few chiefs were buried with the Rikka and ritual pillow stone as a set， this 
burial custom may stil indicate a regulatory practice. 
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